
(57)【要約】

【課題】圧縮気体中に含まれる冷却油の分離性能の向上

されたレシーバタンクを得る。

【解決手段】レシーバタンク本体１０’の内部上方に、

その内壁１１より所定間隔を介して略湾曲形状の案内板

１２を取り付け、前記内壁１１と案内板１２との間に誘

導路２０を形成する。

この案内板１２は、一端１２ａにおいてレシーバタンク

本体１０’の内壁１１に接し、他端１２ｂ側に向かって

レシーバタンク本体１０’の内壁１１との間隔を徐々に

拡大する形状に形成されている。

また、レシーバタンク本体１０’内に圧縮機本体からの

混合流体を導入する導入管１４は、平面視において幅方

向の一辺１４ａが、この一辺と平行を成す前記レシーバ

タンク本体１０’の外壁に対する接線と近接した位置と

なるよう取り付けられている。

【選択図】　図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
軸 線 方 向 を 上 下 方 向 と 成 す 略 円 筒 状 の 圧 力 容 器 で あ る レ シ ー バ タ ン ク 本 体 の 内 部 上 方 に 、
該 レ シ ー バ タ ン ク 本 体 の 内 壁 よ り 所 定 間 隔 を 介 し て 湾 曲 形 状 の 案 内 板 を 取 り 付 け て 前 記 レ
シ ー バ タ ン ク 本 体 の 内 壁 と 前 記 案 内 板 と の 間 に 誘 導 路 を 形 成 す る と 共 に 、 圧 縮 機 本 体 か ら
冷 却 油 と 共 に 吐 出 さ れ た 圧 縮 気 体 を 導 入 す る 導 入 管 を 、 そ の 一 端 が 前 記 誘 導 路 に 連 通 す る
よ う 取 り 付 け て 形 成 さ れ た レ シ ー バ タ ン ク に お い て 、
前 記 案 内 板 を 、 そ の 一 端 を 前 記 レ シ ー バ タ ン ク 本 体 の 内 壁 に 接 す る と 共 に 、 前 記 一 端 か ら
他 端 側 に 向 か う 少 な く と も 所 定 の 長 さ 範 囲 を 前 記 レ シ ー バ タ ン ク 本 体 の 内 壁 と の 間 隔 を 徐
々 に 拡 大 す る 形 状 に 形 成 し た こ と を 特 徴 と す る 油 冷 式 圧 縮 機 の レ シ ー バ タ ン ク 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 導 入 管 を 、 前 記 案 内 板 の 一 端 側 に お い て 前 記 誘 導 路 に 連 通 す る と 共 に 、 平 面 視 に お け
る 前 記 導 入 管 の 幅 方 向 に お け る 一 辺 が 、 前 記 レ シ ー バ タ ン ク 本 体 の 外 壁 に 対 す る 接 線 と 平
行 で か つ 該 接 線 と 近 接 す る よ う 前 記 レ シ ー バ タ ン ク 本 体 に 取 り 付 け た こ と を 特 徴 と す る 請
求 項 １ 記 載 の 油 冷 式 圧 縮 機 の レ シ ー バ タ ン ク 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 導 入 管 の 一 端 が 前 記 レ シ ー バ タ ン ク 本 体 の 外 壁 を 貫 通 し て 前 記 レ シ ー バ タ ン ク 本 体 内
に 突 出 さ れ て い る と 共 に 、 こ の レ シ ー バ タ ン ク 本 体 内 に 突 出 す る 前 記 導 入 管 の 一 端 は 、 平
面 視 に お い て 前 記 レ シ ー バ タ ン ク 本 体 の 内 壁 と 前 記 導 入 管 の 幅 方 向 の 両 片 と の 接 触 位 置 近
傍 に お い て 前 記 幅 方 向 の 両 辺 端 部 間 を 結 ぶ 直 線 に よ り 切 断 さ れ た 端 部 形 状 で あ る 請 求 項 １
記 載 の 油 冷 式 圧 縮 機 の レ シ ー バ タ ン ク 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 導 入 管 の 一 端 は 、 平 面 視 に お い て 前 記 レ シ ー バ タ ン ク 本 体 の 壁 面 と 同 心 の 円 弧 乃 至 は
こ れ に 近 似 し た 曲 線 に よ り 切 断 さ れ た 端 部 形 状 で あ る 請 求 項 １ 記 載 の 油 冷 式 圧 縮 機 の レ シ
ー バ タ ン ク 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 油 冷 式 圧 縮 機 の レ シ ー バ タ ン ク に 関 し 、 よ り 詳 細 に は 圧 縮 機 本 体 か ら 吐 出 さ れ
た 圧 縮 気 体 を 導 入 し 、 こ の 導 入 さ れ た 圧 縮 気 体 中 に 含 ま れ る 冷 却 油 の 分 離 性 能 を 向 上 し た
油 冷 式 圧 縮 機 の レ シ ー バ タ ン ク に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
油 冷 式 圧 縮 機 １ は 、 図 ４ に 示 す よ う に 圧 縮 機 本 体 ３ ０ に 吸 入 さ れ た 空 気 や ガ ス な ど の 気 体
に 冷 却 ・ 潤 滑 ・ 密 封 を 目 的 と し て 油 （ 本 明 細 書 に お い て 「 冷 却 油 」 と い う 。 ） の 噴 射 を 行
い な が ら 圧 縮 作 用 を 行 う も の で あ る た め 、 圧 縮 機 本 体 ３ ０ よ り 吐 出 さ れ た 圧 縮 気 体 中 に は
多 量 の 冷 却 油 が 混 在 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
そ の た め 、 圧 縮 機 本 体 ３ ０ よ り 吐 出 さ れ た 圧 縮 気 体 は こ れ を 消 費 側 に 供 給 す る 前 に 一 旦 レ
シ ー バ タ ン ク １ ０ 内 に 導 入 し 、 レ シ ー バ タ ン ク １ ０ 内 で 油 分 を 分 離 ・ 除 去 し て 清 浄 な 空 気
と 成 し 、 こ れ を 消 費 側 に 供 給 す る よ う に 構 成 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
そ し て 、 圧 縮 気 体 よ り 分 離 さ れ て レ シ ー バ タ ン ク １ ０ 内 に 貯 留 さ れ た 冷 却 油 は 、 給 油 配 管
４ １ を 介 し て 再 度 圧 縮 機 本 体 ３ ０ の 給 油 口 ３ １ か ら 圧 縮 機 本 体 ３ ０ の 作 用 空 間 内 に 導 入 さ
れ て 、 こ の 作 用 空 間 内 の 冷 却 、 密 封 、 潤 滑 を 行 う た め に 使 用 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
こ の よ う に 圧 縮 気 体 と 冷 却 油 と を 分 離 す る 気 液 分 離 器 と し て の 機 能 を 有 す る 油 冷 式 圧 縮 機
１ の レ シ ー バ タ ン ク １ ０ は 、 一 例 と し て 図 ４ に 示 す よ う に 略 円 筒 状 に 形 成 さ れ た 圧 力 容 器
で あ る レ シ ー バ タ ン ク 本 体 １ ０ ’ と 、 こ の レ シ ー バ タ ン ク 本 体 １ ０ ’ 内 に 圧 縮 機 本 体 ３ ０
か ら 吐 出 さ れ た 気 液 混 合 流 体 を 導 入 す る 導 入 管 １ ４ 、 油 分 離 器 １ ３ を 通 過 し た 圧 縮 気 体 を
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排 出 す る た め の 圧 縮 気 体 の 排 出 口 １ ６ 、 貯 留 さ れ た 冷 却 油 を 排 出 す る た め の 排 出 口 １ ５ を
設 け 、 圧 縮 機 本 体 ３ ０ の 吐 出 口 ３ ２ を 前 記 導 入 管 １ ４ に 連 通 す る と 共 に 、 冷 却 油 の 排 出 口
１ ５ を 給 油 配 管 ４ １ を 介 し て 圧 縮 機 本 体 ３ ０ の 給 油 口 ３ １ に 連 通 し て 、 冷 却 油 を 循 環 可 能
に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
そ し て 、 レ シ ー バ タ ン ク 本 体 １ ０ ’ 内 に 導 入 さ れ た 多 量 の 油 分 を 含 む 圧 縮 気 体 は 、 大 粒 の
油 滴 が レ シ ー バ タ ン ク 本 体 １ ０ ’ 内 で 一 次 分 離 さ れ た 後 、 こ の 一 次 分 離 さ れ た 圧 縮 気 体 は
油 分 離 器 １ ３ で 一 次 分 離 し き れ な か っ た ミ ス ト 状 の 冷 却 油 が 図 ４ に 示 す 例 で は レ シ ー バ タ
ン ク 本 体 １ ０ ’ 内 に 設 け ら れ た 油 分 離 器 １ ３ に て 除 去 さ れ た 後 、 圧 縮 気 体 の 排 出 口 １ ６ を
介 し て 排 出 さ れ て 消 費 側 に 供 給 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
こ の よ う な 構 成 を 備 え た レ シ ー バ タ ン ク １ ０ に お い て 、 よ り 冷 却 油 の 分 離 性 能 の 向 上 を 図
る べ く 図 ４ 及 び 図 ５ に 示 す よ う に レ シ ー バ タ ン ク 本 体 １ ０ ’ 内 に こ の レ シ ー バ タ ン ク 本 体
１ ０ ’ の 内 壁 １ １ と 平 行 に 案 内 板 １ ２ を 設 け 、 こ の 案 内 板 １ ２ と レ シ ー バ タ ン ク 本 体 １ ０
’ の 内 壁 １ １ 間 に 、 導 入 さ れ た 圧 縮 気 体 を 案 内 す る た め の 流 路 ２ ０ を 形 成 す る こ と で 、 導
入 さ れ た 圧 縮 気 体 を レ シ ー バ タ ン ク 本 体 １ ０ ’ 内 で 旋 回 さ せ て 比 較 的 長 距 離 レ シ ー バ タ ン
ク 本 体 １ ０ ’ 内 を 流 動 さ せ る よ う に 構 成 さ れ た レ シ ー バ タ ン ク １ ０ が あ る （ 実 公 昭 ５ ８ －
３ ２ ７ ２ ９ 号 公 報 ） 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
こ の 実 公 昭 ５ ８ － ３ ２ ７ ２ ９ 号 公 報 に 開 示 さ れ て い る レ シ ー バ タ ン ク は 、 図 ５ に 示 す よ う
に レ シ ー バ タ ン ク 本 体 １ ０ ’ の 内 壁 １ １ に 対 し て 所 定 の 間 隔 を 介 し て 平 行 に 配 置 さ れ た 円
弧 状 の 案 内 板 １ ２ と 、 こ の 案 内 板 １ ２ の 周 方 向 に お け る 一 端 部 １ ２ ａ と レ シ ー バ タ ン ク 本
体 １ ０ ’ の 内 壁 １ １ 間 を 連 結 す る 仕 切 板 １ ７ を 備 え 、 レ シ ー バ タ ン ク 本 体 １ ０ ’ の 内 壁 １
１ と 案 内 板 １ ２ 間 に 圧 縮 気 体 の 誘 導 路 ２ ０ を 形 成 す る と 共 に 、 こ の 仕 切 板 １ ７ の 位 置 に 近
接 し て 前 記 誘 導 路 ２ ０ に 連 通 す る 導 入 管 １ ４ を 設 け 、 こ の 導 入 管 １ ４ を 介 し て 圧 縮 機 本 体
３ ０ よ り 吐 出 さ れ た 圧 縮 気 体 を レ シ ー バ タ ン ク 本 体 １ ０ ’ 内 の 前 記 誘 導 路 ２ ０ に 導 入 し 、
導 入 さ れ た 圧 縮 気 体 が 誘 導 路 ２ ０ に 沿 っ た 気 流 を 生 じ る よ う 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
し か し 、 前 述 の 構 成 の レ シ ー バ タ ン ク １ ０ に あ っ て は 、 案 内 板 １ ２ の 一 端 １ ２ ａ と レ シ ー
バ タ ン ク 本 体 １ ０ ’ 内 壁 １ １ 間 を 連 結 す る 仕 切 板 １ ７ が 図 ５ に 示 す よ う に レ シ ー バ タ ン ク
本 体 １ ０ ’ の 径 方 向 に 配 置 さ れ て レ シ ー バ タ ン ク 本 体 １ ０ ’ の 内 壁 １ １ と 案 内 板 １ ２ 間 を
連 結 す る よ う 配 置 さ れ て い る の で 、 こ の 仕 切 板 １ ７ は 誘 導 路 ２ ０ に 案 内 さ れ て レ シ ー バ タ
ン ク 本 体 １ ０ ’ 内 を 旋 回 す る 圧 縮 気 体 に 対 し て 障 害 と な る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
そ の た め 、 前 述 の 誘 導 路 ２ ０ に 案 内 さ れ て レ シ ー バ タ ン ク 本 体 １ ０ ’ 内 を 旋 回 す る 圧 縮 気
体 は 、 レ シ ー バ タ ン ク 本 体 １ ０ ’ 内 を 約 一 周 す る と 、 こ の 仕 切 壁 １ ７ に 衝 突 し て 、 そ の 流
れ が 遮 ら れ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
こ の よ う に 、 前 述 の 仕 切 板 １ ７ の 存 在 に よ り レ シ ー バ タ ン ク 本 体 １ ０ ’ 内 に 導 入 さ れ た 圧
縮 気 体 の 旋 回 が 妨 げ ら れ る こ と か ら 、 レ シ ー バ タ ン ク 本 体 １ ０ ’ 内 に 導 入 さ れ た 圧 縮 気 体
は 、 レ シ ー バ タ ン ク 本 体 １ ０ ’ 内 に お け る 流 動 距 離 が 短 く 、 そ の た め 十 分 に 冷 却 油 の 分 離
が 行 わ れ る 前 に 油 分 離 器 １ ３ を 介 し て 圧 縮 気 体 の 排 出 口 １ ６ よ り 排 出 さ れ る こ と に な る 。
そ の た め 、 こ の よ う な レ シ ー バ タ ン ク １ ０ に あ っ て は 冷 却 油 の 分 離 性 能 に は 一 定 の 限 界 が
あ っ た 。
【 ０ ０ １ ２ 】
ま た 、 図 ５ に 示 す レ シ ー バ タ ン ク １ ０ に あ っ て は 、 レ シ ー バ タ ン ク 本 体 １ ０ ’ 内 に 圧 縮 機
本 体 ３ ０ か ら の 圧 縮 気 体 の 導 入 を 行 う 導 入 管 １ ４ の 開 口 方 向 前 方 に 位 置 し て 前 述 の 案 内 板
１ ２ が 配 置 さ れ て い る た め に 、 レ シ ー バ タ ン ク 本 体 １ ０ ’ 内 に 導 入 さ れ た 圧 縮 気 体 は 先 ず
案 内 板 １ ２ に 衝 突 し た 後 、 こ の 衝 突 に よ り 流 動 方 向 を 変 更 さ れ て 案 内 板 １ ２ と レ シ ー バ タ
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ン ク 本 体 １ ０ ’ の 内 壁 １ １ 間 に 形 成 さ れ た 誘 導 路 ２ ０ 内 を 案 内 さ れ て 旋 回 流 を 生 じ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
し か し 、 こ の よ う に 導 入 管 １ ４ の 開 口 方 向 前 方 に 、 こ れ を 遮 る よ う に 配 置 さ れ た 案 内 板 １
２ に 衝 突 し た 圧 縮 気 体 は 、 レ シ ー バ タ ン ク 本 体 １ ０ ’ 内 に お い て 旋 回 流 を 生 じ に く い も の
と な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
そ こ で 、 本 発 明 の 目 的 は 上 記 従 来 技 術 に お け る 欠 点 を 解 消 す る た め に な さ れ た も の で あ り
、 比 較 的 簡 単 な 構 成 に よ り レ シ ー バ タ ン ク 内 に 導 入 さ れ た 圧 縮 気 体 が レ シ ー バ タ ン ク 内 を
比 較 的 長 距 離 旋 回 し 、 圧 縮 気 体 中 に 含 ま れ る 冷 却 油 の 分 離 性 能 の 向 上 さ れ た レ シ ー バ タ ン
ク を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
上 記 目 的 を 達 成 す る た め に 、 本 発 明 の 油 冷 式 圧 縮 機 １ の レ シ ー バ タ ン ク １ ０ は 、 軸 線 方 向
を 上 下 方 向 と 成 す 略 円 筒 状 の 圧 力 容 器 で あ る レ シ ー バ タ ン ク 本 体 １ ０ ’ の 内 部 上 方 に 、 該
レ シ ー バ タ ン ク 本 体 １ ０ ’ の 内 壁 よ り 所 定 間 隔 を 介 し て 湾 曲 形 状 の 案 内 板 １ ２ を 取 り 付 け
て 前 記 レ シ ー バ タ ン ク 本 体 １ ０ ’ の 内 壁 と 前 記 案 内 板 １ ２ と の 間 に 誘 導 路 ２ ０ を 形 成 す る
と 共 に 、 圧 縮 機 本 体 ３ ０ か ら 冷 却 油 と 共 に 吐 出 さ れ た 圧 縮 気 体 を 導 入 す る 導 入 管 １ ４ を 、
そ の 一 端 が 前 記 誘 導 路 に 連 通 す る よ う 取 り 付 け て 形 成 さ れ た レ シ ー バ タ ン ク １ ０ に お い て
、
前 記 案 内 板 １ ２ を 、 そ の 一 端 １ ２ ａ を 前 記 レ シ ー バ タ ン ク 本 体 １ ０ ’ の 内 壁 に 接 す る と 共
に 、 前 記 一 端 １ ２ ａ か ら 他 端 １ ２ ｂ 側 に 向 か う 少 な く と も 所 定 の 長 さ 範 囲 （ 図 示 の 例 で は
１ ２ ａ か ら １ ２ ｃ の 範 囲 ） を 前 記 レ シ ー バ タ ン ク 本 体 １ ０ ’ の 内 壁 と の 間 隔 を 徐 々 に 拡 大
す る 形 状 に 形 成 し た こ と を 特 徴 と す る （ 請 求 項 １ ） 。
【 ０ ０ １ ６ 】
前 記 構 成 の レ シ ー バ タ ン ク １ ０ に お い て 、 前 記 導 入 管 １ ４ を 、 前 記 案 内 板 １ ２ の 一 端 １ ２
ａ 側 に お い て 前 記 誘 導 路 ２ ０ に 連 通 す る と 共 に 、 平 面 視 に お け る 前 記 導 入 管 １ ２ の 幅 方 向
に お け る 一 辺 １ ４ ａ が 、 前 記 レ シ ー バ タ ン ク 本 体 １ ０ ’ の 外 壁 に 対 す る 接 線 Ｔ と 平 行 で か
つ 該 接 線 Ｔ と 近 接 す る よ う 前 記 レ シ ー バ タ ン ク 本 体 １ ０ ’ に 取 り 付 け る こ と が 好 ま し い （
請 求 項 ２ ） 。
【 ０ ０ １ ７ 】
ま た 、 レ シ ー バ タ ン ク 本 体 １ ０ ’ に 取 り 付 け ら れ る 前 記 導 入 管 １ ４ の 一 端 は 、 前 記 レ シ ー
バ タ ン ク 本 体 １ ０ ’ の 外 壁 を 貫 通 し て 前 記 レ シ ー バ タ ン ク 本 体 １ ０ ’ 内 に 突 出 さ れ て い る
と 共 に 、 こ の レ シ ー バ タ ン ク 本 体 １ ０ ’ 内 に 突 出 す る 前 記 導 入 管 １ ４ の 一 端 は 、 平 面 視 に
お い て 前 記 レ シ ー バ タ ン ク 本 体 １ ０ ’ の 内 壁 と 前 記 導 入 管 １ ４ の 幅 方 向 の 両 片 １ ４ ａ ， １
４ ｂ と の 接 触 位 置 近 傍 に お い て 前 記 幅 方 向 の 両 辺 １ ４ ａ ， １ ４ ｂ 端 部 間 を 結 ぶ 直 線 に よ り
切 断 さ れ た 端 部 形 状 と す る こ と が で き （ 請 求 項 ３ ） 、 ま た 、
平 面 視 に お い て 前 記 レ シ ー バ タ ン ク 本 体 １ ０ ’ の 壁 面 と 同 心 の 円 弧 乃 至 は こ れ に 近 似 し た
曲 線 に よ り 切 断 さ れ た 端 部 形 状 と す る こ と が で き る （ 請 求 項 ４ ） 。
【 ０ ０ １ ８ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
つ ぎ に 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に つ い て 添 付 図 面 を 参 照 し な が ら 以 下 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
本 発 明 の レ シ ー バ タ ン ク １ ０ は 、 軸 線 方 向 を 上 下 方 向 と す る 略 円 筒 状 の 圧 力 容 器 で あ る レ
シ ー バ タ ン ク 本 体 １ ０ ’ の 内 部 上 方 に 案 内 板 １ ２ を 取 り 付 け て 、 レ シ ー バ タ ン ク 本 体 １ ０
’ の 内 壁 １ １ と 案 内 板 １ ２ 間 に 圧 縮 気 体 の 誘 導 路 ２ ０ を 形 成 す る と 共 に 、 こ の レ シ ー バ タ
ン ク 本 体 １ ０ ’ に 圧 縮 機 本 体 ３ ０ か ら の 圧 縮 気 体 を 導 入 す る 導 入 管 １ ４ 、 内 部 に 貯 留 さ れ
た 冷 却 油 を 排 出 す る 排 出 口 １ ５ 、 油 分 の 除 去 さ れ た 圧 縮 気 体 を 排 出 す る 排 出 口 １ ６ を 設 け
て 構 成 さ れ て い る 点 に お い て は 、 従 来 技 術 と し て 説 明 し た 図 ４ 及 び 図 ５ に 示 す レ シ ー バ タ
ン ク と 同 様 の 構 成 で あ る が 、 従 来 技 術 と し て 説 明 し た 図 ４ 及 び 図 ５ に 示 す レ シ ー バ タ ン ク
１ ０ に あ っ て は 、 前 述 の 案 内 板 １ ２ が レ シ ー バ タ ン ク 本 体 １ ０ ’ の 内 壁 １ １ か ら い ず れ の
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位 置 に お い て も 等 間 隔 と 成 る よ う 平 行 に 配 置 す る と 共 に 、 こ の 案 内 板 １ ２ の 周 方 向 に お け
る 一 端 部 １ ２ ａ と レ シ ー バ タ ン ク 本 体 １ ０ ’ の 内 壁 １ １ 間 を 連 結 す る 仕 切 板 １ ７ を 設 け た
構 成 で あ る の に 対 し 、 本 発 明 の レ シ ー バ タ ン ク １ ０ に あ っ て は 、 こ の 案 内 板 １ ２ の 一 端 １
２ ａ に お い て レ シ ー バ タ ン ク 本 体 １ ０ ’ 内 壁 １ １ に 接 触 し 、 他 端 １ ２ ｂ 側 に 向 か う 少 な く
と も 所 定 の 位 置 （ 図 ２ 及 び 図 ３ に お け る １ ２ ｃ ） 迄 、 徐 々 に レ シ ー バ タ ン ク 本 体 １ ０ ’ の
内 壁 １ １ よ り 離 間 す る 形 状 に 形 成 し 、 誘 導 路 ２ ０ の 出 口 ２ １ を 出 た 圧 縮 気 体 の 旋 回 流 が 、
こ の 案 内 板 １ ２ の 存 在 に よ り そ の 流 れ が 遮 ら れ る こ と が な い 形 状 に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
な お 、 図 １ に 示 す 実 施 形 態 に あ っ て は 、 従 来 技 術 と し て 示 し た レ シ ー バ タ ン ク １ ０ と 同 様
に 油 分 離 器 １ ３ が レ シ ー バ タ ン ク 本 体 １ ０ ’ 内 に 配 置 さ れ て い る 構 成 を 示 し て い る が 、 こ
の 油 分 離 器 １ ３ は 、 レ シ ー バ タ ン ク 本 体 １ ０ ’ 外 に 配 置 さ れ て い て も 良 く 、 そ の 構 成 は 図
示 の 例 に 限 定 さ れ な い 。
【 ０ ０ ２ １ 】
本 実 施 形 態 に あ っ て は 、 図 １ に お け る Ｉ Ｉ － Ｉ Ｉ 線 の 矢 視 方 向 に お け る 断 面 に お い て 、 図
２ に 示 す よ う に 、 レ シ ー バ タ ン ク 本 体 １ ０ ’ の 内 壁 へ の こ の 案 内 板 １ ２ の 一 端 接 合 部 １ ２
ａ か ら 約 ２ ０ ° の 位 置 迄 を レ シ ー バ タ ン ク 本 体 １ ０ ’ の 内 壁 か ら 徐 々 に 遠 ざ か る 直 線 状 に
形 成 し （ 以 下 、 案 内 板 の こ の 直 線 状 に 形 成 さ れ た 部 分 を 「 傾 斜 部 １ ２ １ 」 と い う 。 ） 、 言
い 換 え れ ば 、 前 記 レ シ ー バ タ ン ク 本 体 １ ０ ’ の 内 壁 へ の 案 内 板 １ ２ の 一 端 １ ２ ａ の 接 合 部
に 仮 想 す る 接 線 に 対 し て 鋭 角 を な す よ う に 、 傾 斜 部 １ ２ １ を 設 け る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
そ し て 、 前 記 傾 斜 部 １ ２ １ の 他 端 １ ２ ｃ か ら 、 案 内 板 １ ２ の 他 端 １ ２ ｂ ま で の 約 １ ８ ０ °
の 範 囲 を レ シ ー バ タ ン ク 本 体 １ ０ ’ 内 壁 １ １ と 平 行 を 成 す 形 状 （ 以 下 、 こ の 部 分 の 案 内 板
を 「 平 行 部 １ ２ ２ 」 と い う 。 ） に 形 成 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
こ の 傾 斜 部 １ ２ １ は 、 図 ２ に 示 す 実 施 形 態 に あ っ て は 平 行 部 １ ２ ２ と の 境 界 １ ２ ｃ に お い
て 鈍 角 的 な 角 度 で 交 叉 し て い る が 、 こ の 傾 斜 部 １ ２ １ の 形 状 は 、 図 ２ に 示 す 実 施 形 態 に 限
定 さ れ ず 、 例 え ば 図 ３ に 示 す よ う に 平 行 部 を 成 す 円 弧 に 対 し 、 境 界 １ ２ ｃ に お い て 平 行 部
１ ２ ２ の 接 線 を 成 す 直 線 と し て も 良 く 、 さ ら に は 、 図 示 は 省 略 す る が 、 レ シ ー バ タ ン ク 本
体 １ ０ ’ の 内 壁 １ １ か ら 平 行 部 １ ２ ２ と の 境 界 １ ２ ｃ に 至 る 曲 線 と し て 形 成 し て も 良 く 、
レ シ ー バ タ ン ク 本 体 １ ０ ’ の 内 壁 １ １ と 案 内 板 １ ２ 間 に 形 成 さ れ る 誘 導 路 ２ ０ が 、 図 ２ 及
び 図 ３ に 示 す よ う に 案 内 板 １ ２ の 一 端 １ ２ ａ 側 に お い て 、 他 端 １ ２ ｂ 側 に 向 か っ て そ の 幅
を 広 げ る 断 面 テ ー パ 状 に 移 行 す る も の で あ れ ば 、 そ の 形 状 は 、 ス パ イ ラ ル 状 な ど 特 に 限 定
さ れ な い 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
本 実 施 形 態 に あ っ て は 、 こ の 案 内 板 １ ２ は 平 面 視 に お け る レ シ ー バ タ ン ク 本 体 １ ０ ’ の 中
心 を 中 心 と し て 約 ２ ０ ０ ° の 範 囲 に こ の 案 内 板 １ ２ を 設 け 、 こ の う ち 、 図 ２ に 示 す 実 施 形
態 に あ っ て は 傾 斜 部 を 約 ２ ０ ° 、 図 ３ に 示 す 実 施 形 態 に あ っ て は 約 ５ ０ ° の 範 囲 で 形 成 し
て い る が 、 こ の 案 内 板 の 形 成 範 囲 は 、 導 入 管 １ ４ を 介 し て レ シ ー バ タ ン ク 本 体 １ ０ ’ 内 に
導 入 さ れ た 混 合 流 体 が レ シ ー バ タ ン ク 本 体 １ ０ ’ 内 で 旋 回 流 を 生 じ さ せ る こ と の で き る 範
囲 で あ れ ば そ の 形 成 範 囲 は 図 示 の 例 に 限 定 さ れ ず 、 よ り 短 く 又 は 長 く 形 成 し て も 良 い 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
ま た 、 傾 斜 部 １ ２ １ と 平 行 部 １ ２ ２ の 割 合 に つ い て も 、 図 示 の 例 に 限 定 さ れ ず 例 え ば よ り
傾 斜 部 １ ２ １ を 長 く し て 傾 斜 部 １ ２ １ が よ り な だ ら か に レ シ ー バ タ ン ク 本 体 １ ０ ’ の 内 壁
よ り 離 間 す る 形 状 と し て も 良 い 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
特 に 、 傾 斜 部 を 湾 曲 形 状 に 形 成 す る 場 合 に は 、 平 行 部 １ ２ ２ は 必 ず し も 設 け る 必 要 は な く
、 案 内 板 １ ２ の 他 端 １ ２ ｂ に 至 る 迄 徐 々 に レ シ ー バ タ ン ク 本 体 １ ０ ’ の 内 壁 よ り 離 間 す る
形 状 と し て も 良 い 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
さ ら に 、 図 示 の 例 に あ っ て は 、 前 述 の 傾 斜 部 １ ２ １ と 平 行 部 １ ２ ２ と は 、 単 一 の 案 内 板 １
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２ に よ り 一 体 的 に 形 成 さ れ て い る が 、 こ の 傾 斜 部 １ ２ １ と 平 行 部 と は 、 そ れ ぞ れ 別 個 の 部
材 と し て 形 成 し 、 両 者 を 組 み 合 わ せ る こ と に よ り 案 内 板 １ ２ を 形 成 し て も 良 い 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
な お 、 前 述 の 案 内 板 １ ２ は 、 例 え ば レ シ ー バ タ ン ク 本 体 １ ０ ’ の 上 蓋 １ ８ （ 図 １ 参 照 ） に
溶 着 等 し て 取 り 付 け て も 良 い 。 ま た 、 案 内 板 １ ２ を 、 そ の 下 端 に お い て レ シ ー バ タ ン ク 本
体 １ ０ ’ の 内 壁 １ １ 側 に 屈 曲 さ せ て 底 板 の 形 成 さ れ た 縦 断 面 Ｌ 字 状 と 成 し 、 こ の 底 板 を レ
シ ー バ タ ン ク 本 体 １ ０ ’ の 内 壁 １ １ に 固 着 し て 取 り 付 け て も 良 く 、 ま た は 案 内 板 １ ２ の 上
下 両 端 を レ シ ー バ タ ン ク 本 体 １ ０ ’ の 内 壁 １ １ 側 に 屈 曲 さ せ た 縦 断 面 略 コ 字 状 に 形 成 し 、
こ の 屈 曲 形 成 さ れ た 端 部 の い ず れ と も レ シ ー バ タ ン ク 本 体 １ ０ ’ の 内 壁 １ １ に 固 着 し て 取
り 付 け て も 良 い 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
こ の よ う に し て 案 内 板 １ ２ を 取 り 付 け る こ と に よ り 内 部 で 旋 回 流 を 生 じ さ せ る た め の 誘 導
路 ２ ０ が 形 成 さ れ た 本 発 明 の レ シ ー バ タ ン ク １ ０ に は 、 圧 縮 機 本 体 ３ ０ よ り 吐 出 さ れ た 圧
縮 気 体 と 冷 却 油 と の 混 合 流 体 を 導 入 す る た め の 導 入 管 １ ４ が 取 り 付 け ら れ て お り 、 こ の 導
入 管 １ ４ の 一 端 が レ シ ー バ タ ン ク 本 体 の 外 壁 を 貫 通 し て 前 記 誘 導 路 ２ ０ 内 に 突 出 し て い る
。
【 ０ ０ ３ ０ 】
こ の 導 入 管 １ ４ は 、 案 内 板 １ ２ の 一 端 １ ２ ａ 側 に お い て 前 述 の 誘 導 路 ２ ０ に 連 通 す る と 共
に 、 平 面 視 に お け る 前 記 導 入 管 １ ４ の 幅 方 向 に お け る 一 辺 １ ４ ａ が 、 前 記 レ シ ー バ タ ン ク
本 体 １ ０ ’ の 外 壁 に 接 す る 接 線 Ｔ と 平 行 で か つ 該 接 線 Ｔ と 近 接 す る よ う 前 記 レ シ ー バ タ ン
ク 本 体 １ ０ ’ に 取 り 付 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
こ の 導 入 管 １ ４ の 一 辺 １ ４ ａ と 、 接 線 Ｔ 間 の 間 隔 τ は 、 前 述 の よ う に 近 接 し て 形 成 さ れ て
お り 、 最 小 で レ シ ー バ タ ン ク 本 体 １ ０ ’ の 側 壁 が 有 す る 肉 厚 迄 減 少 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
な お 、 レ シ ー バ タ ン ク 本 体 １ ０ ’ の 外 壁 を 貫 通 し て レ シ ー バ タ ン ク 本 体 １ ０ ’ 内 に 突 出 す
る 導 入 管 １ ４ の 一 端 形 状 は 、 導 入 管 １ ４ の 軸 線 方 向 に 対 し て 直 交 方 向 に 切 断 さ れ た も の と
し て も 良 い が 、 導 入 管 １ ４ の 端 部 を こ の よ う な 形 状 に 形 成 す る 場 合 に は 、 図 ２ 中 に 破 線 で
示 す よ う に 、 導 入 管 １ ４ の レ シ ー バ タ ン ク 内 に 対 す る に 突 出 部 分 が 大 き く な り 、 案 内 板 の
取 付 位 置 な い し は 導 入 管 の 直 径 が 制 約 さ れ る こ と か ら 、 図 ２ 中 に 実 線 で 示 す よ う に 平 面 視
に お い て 該 導 入 管 １ ４ の 軸 線 に 対 し て 斜 め に 交 叉 す る 直 線 に よ り 切 断 す る こ と に よ り 、 前
記 導 入 管 １ ４ の 幅 方 向 の 二 辺 １ ４ ａ ， １ ４ ｂ が 、 前 記 レ シ ー バ タ ン ク 本 体 １ ０ ’ の 内 壁 １
１ と の 接 触 す る 位 置 、 又 は こ の 接 触 位 置 よ り わ ず か に レ シ ー バ タ ン ク 本 体 １ ０ ’ 内 に 突 出
す る 位 置 に 形 成 し て も よ く 、 ま た 、 図 ２ 中 に 二 点 鎖 線 で 示 す よ う に レ シ ー バ タ ン ク 本 体 １
０ ’ の 壁 面 と 同 心 を 成 す 円 弧 又 は こ れ に 近 似 し た 曲 線 に 切 断 し て も 良 い 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
も っ と も 、 こ の 導 入 管 １ ４ の 端 部 形 状 は 、 レ シ ー バ タ ン ク 本 体 １ ０ ’ 内 に お け る 導 入 管 １
４ の 突 出 長 さ を 減 少 し 得 る も の で あ れ ば 他 の 形 状 で あ っ て も 良 く 、 前 述 し た 形 状 に 限 定 さ
れ る も の で は な い 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
以 上 の よ う に 構 成 さ れ た 本 発 明 の レ シ ー バ タ ン ク １ ０ 内 に 、 圧 縮 機 本 体 ３ ０ よ り 吐 出 さ れ
た 混 合 流 体 を 導 入 管 １ ４ を 介 し て 導 入 す る と 、 こ の 導 入 さ れ た 混 合 流 体 は レ シ ー バ タ ン ク
本 体 １ ０ ’ の 内 壁 １ １ と 案 内 板 １ ２ 間 に 形 成 さ れ た 誘 導 路 ２ ０ 内 を 案 内 さ れ て 、 図 中 矢 印
で 示 す よ う に レ シ ー バ タ ン ク 本 体 １ ０ ’ 内 周 を 旋 回 す る 旋 回 流 と な る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
こ の と き 、 導 入 管 １ ４ は 平 面 視 に お い て そ の 幅 方 向 の 一 辺 １ ４ ａ を 、 レ シ ー バ タ ン ク 本 体
１ ０ ’ の 外 周 に 対 す る 接 線 Ｔ と 平 行 で 、 か つ こ の 接 線 Ｔ に 近 接 し た 位 置 に 配 置 し て い る た
め 、 導 入 管 １ ４ を 介 し て 導 入 さ れ た 混 合 流 体 は 誘 導 路 ２ ０ の 形 状 に 従 っ て 円 滑 に 案 内 さ れ
て 旋 回 流 と な る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
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こ の よ う に し て レ シ ー バ タ ン ク 本 体 １ ０ ’ 内 で 生 じ た 旋 回 流 は 、 レ シ ー バ タ ン ク 内 壁 １ １
と 案 内 板 １ ２ 間 に 形 成 さ れ た 誘 導 路 ２ ０ を 出 た 後 も レ シ ー バ タ ン ク 本 体 １ ０ ’ 内 壁 １ １ に
沿 っ て 流 動 す る が 、 案 内 板 １ ２ の 一 端 １ ２ ａ は 前 述 の よ う に レ シ ー バ タ ン ク 本 体 １ ０ ’ の
内 壁 と 接 し て お り 、 し か も こ の 一 端 か ら 案 内 板 １ ２ の 他 端 １ ２ ｂ 側 に 向 か っ て 徐 々 に レ シ
ー バ タ ン ク 本 体 １ ０ ’ の 内 周 １ １ よ り 離 間 す る 傾 斜 形 状 に 形 成 さ れ て い る の で 、 こ の 案 内
板 １ ２ の 存 在 は 圧 縮 気 体 の 旋 回 流 に 対 し て 障 害 と 成 る こ と が な い 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
そ の た め 、 レ シ ー バ タ ン ク 本 体 １ ０ ’ 内 に 導 入 さ れ た 圧 縮 機 本 体 ３ ０ か ら の 混 合 流 体 は 、
レ シ ー バ タ ン ク 本 体 １ ０ ’ 内 を 比 較 的 長 距 離 旋 回 し 、 そ の 間 に 圧 縮 気 体 中 に 含 ま れ る 油 分
が 分 離 さ れ て レ シ ー バ タ ン ク 本 体 １ ０ ’ の 底 部 に 回 収 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
従 っ て 、 前 述 の 構 成 を 備 え た 本 発 明 の レ シ ー バ タ ン ク １ ０ に あ っ て は 、 圧 縮 気 体 と 冷 却 油
の 分 離 性 能 が 向 上 し た も の と な っ て い る 。 そ の た め 、 レ シ ー バ タ ン ク １ ０ に よ り 一 次 分 離
さ れ た 圧 縮 気 体 中 に 含 ま れ る ミ ス ト 状 の 冷 却 油 を 除 去 す る た め の 油 分 離 器 １ ３ の 小 型 化 が
可 能 と な る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 説 明 し た 本 発 明 の 構 成 に よ り 、 以 下 に 示 す よ う な 顕 著 な 効 果 を 有 す る レ シ ー バ タ ン ク
を 得 る こ と が で き た 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
（ １ ） レ シ ー バ タ ン ク 本 体 内 に 設 け た 案 内 板 を 、 そ の 一 端 を 前 記 レ シ ー バ タ ン ク 本 体 内 壁
に 接 す る と 共 に 、 前 記 一 端 か ら 他 端 側 に 向 か う 少 な く と も 所 定 の 長 さ 範 囲 を 前 記 レ シ ー バ
タ ン ク 本 体 の 内 壁 と の 間 隔 を 徐 々 に 拡 大 す る 形 状 に 形 成 し た こ と に よ り 、 油 冷 式 の 圧 縮 機
本 体 よ り 冷 却 油 と 共 に 吐 出 さ れ た 圧 縮 気 体 を よ り 長 距 離 レ シ ー バ タ ン ク 内 で 旋 回 さ せ る こ
と が 可 能 と な っ た 結 果 、 従 来 の レ シ ー バ タ ン ク に 比 較 し て 油 分 の 一 次 分 離 を よ り 効 果 的 に
行 う こ と が で き た 。
【 ０ ０ ４ １ 】
そ の 結 果 、 従 来 の レ シ ー バ タ ン ク に 比 較 し て 、 同 様 の 分 離 性 能 を 有 す る レ シ ー バ タ ン ク を
よ り 小 型 な も の と す る こ と が 可 能 と な る と 共 に 、 一 次 分 離 後 の 圧 縮 気 体 中 に 残 る ミ ス ト 状
の 油 分 を 分 離 す る た め の 油 分 離 器 を 小 型 化 す る こ と が 可 能 と な っ た 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
（ ２ ） 前 記 導 入 管 を 、 前 記 案 内 板 の 一 端 側 に お い て 前 記 誘 導 路 に 連 通 す る と 共 に 、 平 面 視
に お け る 前 記 導 入 管 の 幅 方 向 に お け る 一 辺 が 、 前 記 レ シ ー バ タ ン ク 本 体 の 外 壁 に 対 す る 接
線 と 平 行 で か つ 該 接 線 と 近 接 す る よ う 前 記 レ シ ー バ タ ン ク 本 体 に 取 り 付 け た 構 成 を 備 え る
本 発 明 の レ シ ー バ タ ン ク に あ っ て は 、 導 入 管 の 開 口 方 向 前 方 に 位 置 し て 案 内 板 が 配 置 さ れ
る こ と が な く 、 圧 縮 機 本 体 か ら 冷 却 油 と 共 に 吐 出 さ れ た 圧 縮 気 体 が 円 滑 に 誘 導 路 内 を 案 内
さ れ る 。 そ の 結 果 、 圧 縮 気 体 を さ ら に 長 距 離 レ シ ー バ タ ン ク 内 で 旋 回 さ せ る こ と が 可 能 と
な り 、 油 分 離 性 能 の さ ら な る 向 上 を 図 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
な お 、 レ シ ー バ タ ン ク 本 体 に 取 り 付 け ら れ る 前 記 導 入 管 の 一 端 を 、 平 面 視 に お い て 前 記 レ
シ ー バ タ ン ク 本 体 内 壁 と 前 記 導 入 管 の 幅 方 向 の 両 片 と の 接 触 位 置 近 傍 に お い て 前 記 幅 方 向
の 両 辺 端 部 間 を 結 ぶ 直 線 に よ り 切 断 さ れ た 端 部 形 状 に 形 成 す る こ と に よ り 、 又 は 、 レ シ ー
バ タ ン ク 本 体 の 壁 面 と 同 心 の 円 弧 乃 至 は こ れ に 近 似 し た 曲 線 に よ り 切 断 す る こ と に よ り 、
前 述 の 配 置 に よ り 導 入 管 を 取 り 付 け た 場 合 で あ っ て も 導 入 管 の レ シ ー バ タ ン ク 本 体 内 に 対
す る 突 出 長 さ を 減 じ る こ と が で き 、 案 内 板 の 取 付 位 置 や 使 用 す る 導 入 管 の サ イ ズ が こ れ に
よ り 制 約 等 さ れ る こ と が な い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の レ シ ー バ タ ン ク を 備 え た 油 例 式 圧 縮 機 の 概 略 説 明 図 。
【 図 ２ 】 図 １ の Ｉ Ｉ － Ｉ Ｉ 線 断 面 図 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 別 の 実 施 形 態 を 示 す 図 １ の Ｉ Ｉ － Ｉ Ｉ 線 断 面 図 。
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【 図 ４ 】 従 来 の レ シ ー バ タ ン ク を 備 え た 油 冷 式 圧 縮 機 の 概 略 説 明 図 。
【 図 ５ 】 図 ４ の Ｖ － Ｖ 線 断 面 図 。
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 油 冷 式 圧 縮 機
１ ０ 　 レ シ ー バ タ ン ク
１ ０ ’ 　 レ シ ー バ タ ン ク 本 体
１ １ 　 内 壁 （ レ シ ー バ タ ン ク 本 体 の ）
１ ２ 　 案 内 板
１ ２ ａ 　 一 端 （ 案 内 板 の ）
１ ２ ｂ 　 他 端 （ 案 内 板 の ）
１ ２ ｃ 　 境 界 （ 傾 斜 部 と 平 行 部 の ）
１ ２ １ 　 傾 斜 部
１ ２ ２ 　 平 行 部
１ ３ 　 油 分 離 器
１ ４ 　 導 入 管
１ ５ 　 排 出 口 （ 冷 却 油 の ）
１ ６ 　 排 出 口 （ 圧 縮 気 体 の ）
１ ７ 　 仕 切 板
１ ８ 　 上 蓋
２ ０ 　 誘 導 路
２ １ 　 出 口 （ 誘 導 路 の ）
３ ０ 　 圧 縮 機 本 体
３ １ 　 給 油 口
３ ２ 　 吐 出 口
４ １ 　 給 油 配 管
Ｔ 　 レ シ ー バ タ ン ク 本 体 の 外 周 に 対 す る 接 線
τ 　 Ｃ － Ｔ 間 の 間 隔

10

20

(8) JP 2004-52710 A 2004.2.19



【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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